
熊本県教育庁教育指導局義務教育課

１、成果及び課題
（１）成果
○教科の調査の結果から

○質問紙調査の結果から ※数値は肯定的評価割合の割合の合計 ※（ ）はR4年度の割合

（２）課題
○教科の調査の結果から

○質問紙調査の結果から ※数値は肯定的評価の割合の合計 ※（ ）はR4年度の割合

熊本県教育庁市町村教育局義務教育課

天草教育事務所の分析結果と今後の取組

小学校「Ａ 話すこと・聞くこと」
目的や意図に応じ、自分の考えをまとめる

こと
中学校「Ａ 話すこと・聞くこと」
目的に沿って、自分の考えをまとめること

国 語

小学校「C 変化と関係」
伴って変わる二つの数量について、表から

変化の特徴を読み取り、表の中の知りたい数
を求めること
中学校「Ａ 数と式」
問題場面における考察の対象を明確にとら

えること

算 数・数 学

中学校
「（１）聞くこと」
情報を正確に聞き取ること

「（２）読むこと」
言語の働きを理解し、事実と考えを区別し

て読むこと

英 語

小学校「Ｂ 書くこと」
自分の考えが伝わるように書き表す工夫を

すること
中学校「Ｂ 書くこと」
読み手の立場に立って、文章を整えること

国 語

小学校「Ｂ 図形」
高さが等しい三角形について、底辺と面積

の関係を基に面積の大小を判断し、その理由
を言語や数を用いて記述すること
中学校「Ｂ 図形」
ある事柄が成り立つことを構想に基づいて

証明すること

算 数・数 学

中学校
「（５）書くこと」
・社会的な話題に関して読んだことについて、
考えとその理由を書くこと

・日常的な話題について、事実や自分の考え
などを整理し、まとまりのある文章を書く
こと

英 語

・【参考指標１】児童生徒質問紙「授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたか。」中学校 ７３．６％（７２．１％）
・【参考指標２】児童生徒質問紙「家で自分で計画を立てて勉強をしていますか。」小学校 ７５．３％（７３．６％）
・「熊本の学び」アクションプロジェクト「柱②教員一人一人の授業力向上」に関して 学校質問紙「教員が授業で問題を抱えている場合、ともに問
題解決に当たることを行いましたか。」小学校 ９３．７％（９０．４％） 中学校 ７８．９％（７３．７％）

・【参考指標１】児童生徒質問紙「授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたか。」小学校 ７７．５％（７８．７％）
・【参考指標２】児童生徒質問紙「家で自分で計画を立てて勉強をしていますか。」中学校 ５１．２％（５７．０％）
・ 「熊本の学び」アクションプロジェクト「柱①誰一人取り残さない学びの保障 読解力向上の取組実践」に関して 児童生徒質問紙と学校質問紙との比較
「授業において、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組み立てなどを工夫し、発言や発表を行うことができている。」
小学校児童 ６６．０％ 小学校学校 ８４．４％ 中学校生徒 ４８．７％ 中学校学校 ７８．９％ ⇒意識の乖離が見られる。



熊本県教育庁教育指導局義務教育課

２、今後の重点取組
＜天草教育事務所取組の方向＞学力向上
○子供たちの「学び」の視点からの授業構想及び授業研究の推進
○自校化した「熊本の学び」アクションプロジェクトの継続的な取組及び検証・
まとめ

熊本県教育庁市町村教育局義務教育課

天草教育事務所の分析結果と今後の取組

子供たちの「学び」の視点からの授業構想及び
授業研究の推進

自校化した「熊本の学び」アクションプロ
ジェクトの継続的な取組及び検証・まとめ

9月

10月

11月

12月

「熊本の学び」
ステップ・アップ研修
・研究授業の指導助言
・９月～２月 ４校

校内研修サポート訪問
・授業づくりのサポート
・研究授業の指導助言
・９月～１月 ５校

学校訪問等
・全学調の結果分析と取組の共有に関しての確認・
指導助言

・「熊本の学び」アクションプロジェクト柱①につ
いて確認・指導助言

・９月～１２月 ９校

教育長会議、校長会議
・全学調の管内の結果と今後の取組について説明

道徳授業実践研修会
・授業づくりのサポート
・行政説明
・１０月１９日

英語授業づくりプロジェクト

・研究授業の指導助言
・外国語科の指導方法等について助言
・小学校６月、１１月 中学校７月、１１月県学調実施


